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【手続補正書】
【提出日】平成21年2月23日(2009.2.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
基準値を有する基準信号入力と、
　第１の差動入力信号と基準信号とに対応して第１の出力信号を生成するように構成され
た第１の逆ピーク検出器と、からなり、
　同第１の逆ピーク検出器は、　
　第１のノードのところで第１の抵抗と結合して、前記第１の差動入力信号を受信する第
１のコンデンサと、
　前記第１のノードと結合している第１のダイオードと、
　前記第１のノードとアースとの間に結合している第１のスイッチと、
　第２のノードと前記第１のダイオードの間に結合して、前記基準信号および第１の出力
信号を受信するように構成された第１のアンプと、
　前記第１のノードと第２のノードとの間に結合して、前記基準値より大きい値にシフト
した前記第１の差動入力信号のレプリカである前記第１の出力信号を発生するように構成
された第１のバッファと、
　第２の差動入力信号と前記基準信号とに対応して、前記基準値より大きい値にシフトし
た前記第２の差動入力信号のレプリカである第２の出力信号を生成するように構成された
第２の逆ピーク検出器と、からなり、
　前記第１の出力信号の最小値および前記第２の出力信号の最小値が、前記基準値以上で
ある、回路。
【請求項２】
入力信号を受信するように構成され、また第１の入力信号および第２の入力信号を発生す
るように構成された差動コンバータと、
　前記第１の入力信号および前記第２の入力信号を受信するように構成され、また第１の
差動入力信号および第２の差動入力信号を発生するように構成されたアンプと、
　をさらに備える請求項１に記載の回路。
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【請求項３】
前記第１の出力信号の最小値が前記基準値より上に位置する請求項１に記載の回路。
【請求項４】
前記第２の逆ピーク検出器が、
　第３のノードのところで第２の抵抗と結合して、前記第２の差動入力信号を受信する第
２のコンデンサと、
　前記第３のノードと結合している第２のダイオードと、
　前記第３のノードとアースとの間に結合している第２のスイッチと、
　前記第４のノードと前記第２のダイオードとの間に結合して、前記基準信号および前記
第２の出力信号を受信するように構成された第２のアンプと、
　前記第３のノードと前記第４のノードとの間に結合して、前記第２の出力信号を発生す
るように構成された第２のバッファと、を備え、
　前記第２の出力信号の最小値が前記基準値より上に位置する請求項１に記載の回路。　
【請求項５】
逆ピーク検出器回路であって、
　基準値を有する基準信号入力と、
　ノードのところで抵抗と結合して、差動入力信号を受信するように構成されたコンデン
サと
　前記ノードに結合しているダイオードと、
　前記ノードとアースとの間に結合しているスイッチと、
　前記ノードと第２のノードとの間に結合して、出力信号を発生するように構成されたバ
ッファと、
　前記第２のノードと前記ダイオードとの間に結合して前記基準信号および前記出力信号
を受信するように構成され、前記出力信号の最小値が前記基準値以上である、アンプと、
　を備える逆ピーク検出器回路。
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